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持続発展可能な地域をつくるために
ー矢掛高校の地域創生プログラム ー

矢掛高校は、岡山県初のユネスコスクールとしてＥＳＤに取り組みます。
ESD 「持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development）」

高梁川の支流
小田川の中流

中学校の校長が、高校の校長に

岡山県立矢掛高等学校
明治３５年創立 １１４周年

普通科（探究１学級 総合２学級）

地域ビジネス科（１学級）

中山間部では、
高校生は立派な
戦力である。

過疎化・少子化・高齢化が
進行する中山間部

地域を元気に

Ask not what your country can do for you. 
Ask what you can do for your country.

矢掛町では，過疎化や高齢化が進んでおり，中学生
といえども立派な戦力とならねばならない。小さなとき
は，家族や地域の方々が，自分に何をしてくれるかを
期待していればよかった。

しかし，中学生になった今，自分が地域のために何が
できるのか，社会のために何ができるのか，みんなの
ために何ができるのかを考えて行動することが求めら
れている。
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地域の地道な活動を通して身につ
けた手法や能力をより広い状況の
中で発揮できるようになる。

地球的な視野を保って地域の
活動に参加する。

ESD「持続可能な開発のための教育
（Education for Sustainable Development）」

中山間地域に欠かせないインフラ

交通・医療・教育

中山間地域では学校の持続発展が
地域の持続発展を担保する

矢掛高校はなぜ地域に出るか

• 視点１ 地域を支える戦力として

• 視点２ 地域の中で成長する生徒たち

福祉施設農業施設

矢掛高校はなぜ地域に出るか

中山間地域では学校の持続発展が
地域の持続発展を担保する

• 視点３ 矢掛高校自体の持続発展のため

やかげ学

普通科 総合コース
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やかげ学

• ２年４月～７月 地域学（座学）

• 矢掛町と協定し総合コース生徒が職場実習

• 木曜の午後、２年９月～３年７月の実習

• １２月に報告会を実施し、活動を終える

特設教科 評価→単位認定

やかげ学の特色

• 矢掛町、矢掛町教育委員会と協定を結び、地域と密
接に連携した活動である。

• 「矢掛町とは」の講義の講師はすべて矢掛町の職員
による出前講座である。

• １年間（２学年にわたって）約３０回という長期間にわ
たって実習を行う。

• 評価基準に基づき各施設で生徒の活動状況を観察し
て評価してもらう。

• 本校生徒への効果だけでなく、受入施設側にも効果
が期待できる活動である。

• 文化センターの大ホールで報告会を実施し、関係者
以外の地域の方や中学生にも活動を知ってもらう。

幼稚園・保育園

小学校

農業施設

福祉施設

ポスターセッション

発表会

やかげ学発表会

平成26年12月20日(土)

やかげ文化センター

ＥＳＤに関するユネスコ世界会議参加

やかげ学を通じ、持続発展可能な
社会のためにできること。

こどもたちと触れあい関わり続けてい
くこと。

その園児が『大きくなったら、河上先
生のようになりたい』と考えてくれるこ
と。 (原スピーチは英語) 
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私の夢は園児たちが矢掛高校に入
学し、やかげ学の活動をしてくれるこ
とです。それが持続発展の一歩にな
ると考えています。

私たちは未来に自分たちの考えを受
け渡す必要がある。それが私たちの
考えるＥＳＤです。

(原スピーチは英語)

【総合コース】香川大学 経済学部

私が、香川大学の受験を考え始めたのは３年生になってからで
す。それまでは国公立大学に行こうかどうかも迷っていました。し
かし、２年生の頃に体験した「ＥＳＤ国際交流プログラム」でフランス
やドイツに研修旅行に行かせていただいたことで、迷いはなくなり
ました。「やかげ学」の成果をパリのユネスコ本部で発表した際に、
一緒に行っていた様々なユネスコスクールの生徒たちの意識の高
さや、海外の学生の積極性の凄さ、自分の未熟さを痛感したから
です。それからは受験に向けて小論文練習や面接練習に力を尽く
しました。そして合格することができました。この結果は、矢掛高校
で学び、地域の方々や先生方に支えてもらったからだと思いました。

成果と課題

• 他者との関係性、社会との関係性、自然環境
との関係性を認識するようになる。

• 社会に積極的に寄与し、持続可能な社会を
実現する価値観と態度をもつようになる。

• 教育活動の中にあるキャリア教育の機会を
意図的・系統的につないでいく。

• 地域の諸団体･機関と連携し、就労機会を確
保する。

地域ビジネス科

地域ビジネス科

• 実践的・体験的学習を重視する

• 地域や産業界との連携・交流

• 実践的な学習活動や就業体験

• 社会人としてよりよく生きる態度

• 地域社会を支える人材としての自覚

老舗紹介マップ

地域ビジネス科が「備中
矢掛宿の町並みをよくす
る会」から依頼を受け、
作成。
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老舗紹介マップ

すべての事業所でのイン
タビューをもとに作成。

マップ作成にあたって
は矢掛高校地域ビジ
ネス科の生徒に依頼
して調査・企画を行っ
た。

老舗紹介マップ

若い感覚でまちづくり
を行う時代と考えてい
る。今後、若人達の
協力を求め勉強会な
どをする必要がある。

老舗紹介マップ

成果と課題

• 地域や産業界との連携・交流を通じた実践的
な学習活動である。

• 活動が次の学年に引き継がれ、地域に密着
した持続発展可能な教育活動となる。

• 矢掛の街並みの空き店舗や空き住宅の調
査・再利用を行うプロジェクトの立ち上げ。

• 地域ビジネス科による店舗運営も視野に。

地域創生
プログラム

地域学におけるＩＣＴの効果的な活用
～中山間地域の持続発展を担保する人材の育成のために～
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ＩＣＴを活用した公開授業
および事例発表会

平成27年10月30日（金）

岡山県立矢掛高等学校

～授業内容の定着を目指したＩＣＴ活用の実践と展望～

研 究 実 践 の 経 緯

・ 平成２６年度末に高校教育課に要望
していた普通教室４クラス分（全１年教
室）のプロジェクターが設置される。

現行の学習指導要領で示される普通
教室での全ての授業、全ての教員の日
常的なＩＣＴ活用の足がかりとなる。

研 究 実 践 の 経 緯

・ 平成２７年２月に日本マイクロソフト
社の「タブレット端末活用に関する研究
実践」に高校教育課を通して応募し、採
用される。

2020年目途の「児童生徒一人一台の
情報端末による教育の本格展開の検
討・推進」の研究が可能になる。

Think locally, Act globally.

ローカル（地域）への誇りとグローバルな
視野を合わせ持ち、世界とつながりなが
ら地方創生に取り組める人材の育成

中山間部と都市部の格差を縮めるため
にＩＣＴは重要なツール

徳島県上勝町

徳島県神山町

矢掛町下高末
在住の養蜂家
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Google Top Contributor Summit 2015 
がアメリカで開催されます。グーグルから招待を受け
ましたので参加することにしました。

持続可能な開発のための教育
Education for Sustainable Development

ESD ユネスコスクール

持続発展可能な世界をつくるために、ユネスコスクールとし
てＩＣＴを活用し、中山間部を活性化したり国際協力を進めた
りしていく活動を積極的に行っていきたい。

日本土木学会全国大会プレイベント

おかやまＮＥＸＴ１００年〜未来をつくる君たちへ〜
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町内清掃大名行列

行灯まつり 流しひな
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商品開発・販売実践高校生町づくりアイデア提案

商店街全店調査 古民家調査・再利用プロジェクト

矢
掛
こ
ど
も
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合

異
年
齢
交
流

私
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書道パフォーマンス小学校夏休み学習支援

矢掛で育つ子どもの未来について
はなすカフェ（町長と）

矢掛小・矢掛中・矢掛高校有志によ
る『やかげ町づくりこども連合』の
矢掛宿観光ガイド
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地
域
の
環
境
を
守
る
矢
掛
高
校

川レンジャー 環境教室山の上地区干し柿プロジェクト

日本ハッカの栽培や絶滅危惧種
スイゲンゼニタナゴの繁殖

ペットボトルの分別収集と
リサイクル収益の福祉への活用

地
域
の
福
祉
を
支
え
る
矢
掛
高
校

介護施設清掃ボランティア福祉施設での介護ボランティア

キッズ広場スタッフ 福祉面づくり

岡山県教育大綱
との関連

１グローバル化や情報通信技術の進展
→様々な分野で活躍できるグローバル人材

２人口減少社会の到来
→郷土岡山を愛し、おかやま創生を担う人材

３雇用環境の変化
→困難な課題にも粘り強く取り組むたくましい
心と体を持つ人材

４社会のつながりの希薄化など
→積極的にコミュニティづくりに取り組むこと
ができる人材

教育をめぐる社会情勢と求められる人材

グローバル化や情報通信技術の進展
→ 様々な分野で活躍できるグローバル人材

岡山県教育大綱

ユネスコスクール世界大会
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グローバル化や情報通信技術の進展
→ 様々な分野で活躍できるグローバル人材

岡山県教育大綱

パリ・ユネスコ本部での発表の報告

グローバル化や情報通信技術の進展
→ 様々な分野で活躍できるグローバル人材

岡山県教育大綱

高校生英語エッセイコンテスト入賞

人口減少社会の到来
→ 郷土岡山を愛し、おかやま創生を担う人材

岡山県教育大綱

真庭ESDツアー

人口減少社会の到来
→ 郷土岡山を愛し、おかやま創生を担う人材

岡山県教育大綱

山の上干柿祭

人口減少社会の到来
→ 郷土岡山を愛し、おかやま創生を担う人材

岡山県教育大綱

全国ユース環境ネットワークで先行事例として紹介

雇用環境の変化 → 困難な課題にも
粘り強く取り組むたくましい心と体を持つ人材

岡山県教育大綱

インターンシップ
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雇用環境の変化 → 困難な課題にも
粘り強く取り組むたくましい心と体を持つ人材

岡山県教育大綱

やかげ学水車の里フルーツトピア

雇用環境の変化 → 困難な課題にも
粘り強く取り組むたくましい心と体を持つ人材

岡山県教育大綱

岡山県初
全商検定全９種目完全制覇

社会のつながりの希薄化など → 積極的に
コミュニティづくりに取り組むことができる人材

岡山県教育大綱

ＹＫＧ６０

社会のつながりの希薄化など → 積極的に
コミュニティづくりに取り組むことができる人材

岡山県教育大綱

いかさ観光プランコンテスト

社会のつながりの希薄化など → 積極的に
コミュニティづくりに取り組むことができる人材

岡山県教育大綱

大名行列

おわりに
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地域に積極的に進出することで、地域が
活性化する。

高校生自身もキャリアを身につけ、自らの
進路実現に資する。

そのような「Win-Winの関係」を構築してい
くことが、最重要である。

矢掛高校はなぜ地域に出るか

矢掛のまちは大きな教室

自分の地域で活用できる
生徒を育成する


